
 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様、日頃より本校の教育活動へのご協力をありがとうございます。また、１学期末の学校評価（保護者アンケート）へのご協力

ありがとうございました。７月に実施した児童アンケートや教職員自己評価の結果を合わせてお知らせし、学校運営の成果と課題、今後の方

策の概要をお伝えいたします。 

【結果分析】 

学習指導 

・昨年度と比べて、「分かる授業」や「自分の考えを伝えている」の

項目で児童・教職員の評価が向上しています。これは、教職員が授業

のねらいを明確にし、児童が学習の見通しをもって主体的に取り組め

るよう工夫してきた成果の一端といえます。 

今後は、児童が「自分から動き、質問・相談できる力」を身につけ

られるよう、いつでも誰とでも交流できる学習環境を整えたり、表現

の機会の充実を図ったりしていきます。これらの取り組みを通じて、

児童の「生きる力」を育んでいきます。 
 

・自立した学習者の育成（自分で課題を見つけ、解決する力）に向け

て、教師は児童に「ちりつも（自主学習）」につながる声かけを継続

的に行ってきました。その成果として、「家庭学習・ちりつも」に関

する３者評価では、肯定的な評価が８割を占め、一定の定着がうかが

えます。 

今後は、学習委員会による発表（全校朝会でモデルや学習例の紹

介）、ちりつも強化週間、ちりつも交流会（他学年との交流）などの

取り組みを予定しています。ご家庭でも、ちりつもノートをご覧いた

だき、お子様のがんばりを認め、励ましの声かけをしていただけます

ようお願いいたします。 
 

生徒指導 

・児童の約 90％が「学校が楽しい」と回答しています。行事や自分た

ちで進める学習、委員会企画、たてわり活動などに積極的に取り組む

中で、それぞれが自分なりの楽しさを見いだしている様子がうかがえ

ます。 

一方で、「学校は楽しい」「自分の良いところは」「誰かの助けになっ

ている」といった問いに対して、学校や自分自身を否定的に捉えたり、

不安を感じたりしている児童も一定数存在します。こうした児童の心

に寄り添いながら、つながりを増やし、互いに高め合うことができる

ように、授業を中心に、行事、異学年交流、学級活動などを通して、

自他の良さを認め合える人間関係づくりを進めていきます。ご家庭で

も、引き続きお子様のよさを認め、励まし、ほめる関わりをお願い致

します。 

また、保護者の皆様からの評価も向上しています。今後も、授業参

観や各種おたより、お子様の日々の様子を通じて、学校教育活動への

関心を高めていただき、積極的にご参画いただけるよう、風通しのよ

い学校づくりを進めてまいります。 
 

特別活動・保健体育 

・「体力向上」は教職員・児童ともに高い評価となっております。１人１台端末や大型テレビ等の活用、グループ・チームでの活動を通

して、自己の課題に応じて運動を選択し、取り組める環境を整えることで、意欲的に運動に取り組めるような工夫を今後も継続して

いきます。 

【保護者アンケート記述より】 

伝えもれがないように学年だよりもテトルでほしいです。 学年だよりは、お知らせだけでなく、児童の学習活動の様子を伝

える目的で写真を使用する場合があります。個人情報保護の観点

からも、データではなく紙での配付とさせていただいております。 

年間の行事予定も早めに欲しいです。 次年度は、４月中に年間の行事予定を配付するようにいたします。

年度当初の予定のため、変更がある可能性がありますのでご理解

ください。 

給食の試食会はないのですか ＰＴＡ主催による食育講座を２学期中に開催する予定となってお

ります。 

 ※アンケートの記述については、担任より個別に回答させていただいたものもあります。ご意見、励ましを含め、ご回答いただきありがと

うございました。 
 

【２学期に向けて】 

学校評価の分析結果をもとに、取組の改善・実践を図り、お子様が成長し、自己実現できるように、教職員一丸となって取り組んでいき

ます。今後も、学校教育目標の達成に向け、学校、家庭、地域で連携していきたいと思っております。ご協力よろしくお願いします。 

         

松 陽    
学校だより 

令和７年９月９日 

 学校評価号（前期） 

※「よくあてはまる」A「あてはまる」B 

「あまりあてはまらない」C「あてはまらない」Dとし

ABを肯定的評価、CDを否定的評価として割合を算出 

【学校教育目標】 

「つながり､高め合う子の育成」 

【目指す児童の姿】 

① みんなにやさしい子 

② 自分から学ぶ子 

③ 生き生きとすごす子 


